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都城市議会議長 様

提出日 令和５年１１月１７日

氏名 別 府 英 樹

研 修 報 告 書

１ 所属会派名 令和創生

２ 研 修 名 第１８回全国市議会議長会研究フォーラムｉｎ北九州
～ 統一地方選挙の検証と地方議会の課題 ～

３ 受 講 場 所 北九州市小倉北区浅野３－８－１「西日本総合展示場 新館」

４ 受 講 期 間 令和５年１０月２５日（水）～１０月２６日（木）

５ 研 修 内 容

５月２５日（水）

○ 基調講演

１３：２０～１４：２０ 「躍動的でわくわくする市議会に」

講師：大正大学教授兼地域構想研究所長 片山善博氏

○ パネルディスカッション

１４：４０～１６：４０ 「統一地方選挙の検証と地方議会の課題」

コーディネーター：谷隆徳 パネリスト：勢一智子、辻陽、濱田真理、鷹木研一郎

５月２６日（木）

○ 課題討議

９：００～１１：００ 「議員のなり手不足問題への取組報告」

コーディネーター：江藤俊昭 事例報告者：辻弘之、たぞえ麻友、永野慶一郎

６ 研修の感想

選挙制度のあり方、地方議会のあり方など、これまではあまり気にかけなかったとこ

ろに焦点を当てた研究会であり、議員としての視野を広げることができた。

やはり一番の話題が投票率の低迷である。多くの選挙で５割を切るようになった。ま

た、無投票当選も増えてきているようだ。このことは住民自治の劣化であり、ひいては

地域民主主義の劣化でもあり、国政の劣化にもつながる問題である。また、二つ目の話

題が議会に年齢、性別、職業などが異なる多様な人材が欠如することの意味である。こ

れは、地方議会がいかに社会的課題の解決能力を高められるかということにつながる。

某県議会で子どもの虐待禁止条例を策定したことでも分かるが、多様な人材が議員とし

て存在していれば、あのような極端な条例策定にはならなかったのではないかと思う。

７ 研修の成果と市政への反映

本市は、なり手不足という状況にはないが、社会的な課題解決能力を高めるという意

味からは、多様な人材を増やすことにはさらなる努力を議会として取り組む必要がある

ことは、私自身痛感している。特に職業については、もっといろいろな職業に精通した

専門家がいるとよいと感じている。
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８ 研修内容

（１）講演「躍動的でわくわくする市議会に」

講師：大正大学教授兼地域構想研究所長 片山善博氏

○ 執行部の予算案条例案等にゴーサインを出すのが議会であり、その通り執行するの

が市町村長

○ 議案の修正は日常茶飯事であった。

○ ウソは言わないが、上手に言うことはある執行部なので、委員会に当事者である地

域の人を呼べばよい。そうすれば、市民の意識からズレた議案であることが分かる。

○ 教育委員会には目配りをする。学校という職場環境は教育委員会の問題である。

（２）パネルディスカッション「統一地方選挙の検証と地方議会の課題」

コーディネーター：谷隆徳 パネリスト：勢一智子、辻陽、濱田真理、鷹木研一

○ 日本の人口構造は大きく変容し、全国的に人口減少と高齢会が進行する。しかし、

住民ニーズや地域課題は多様化･複雑化し、地域において合意形成が困難な課題が増

大することが見込まれる。しかし、現実には地方議員の構成は、住民の構成と比較し

て女性や６０歳未満の割合が極めて低いなど、多様性を欠く状況が続いている。その

原因の一つが、下図の投票率の低下や無投票当選者の増加である。

○ 人口減少社会で重要なことは、地域の将来像をどう描くか、それに向けて、限られ

た地域資源の投資先を厳選することを地方議会で検討していくこと。

○ 「地域の持続可能性」「こころ豊かな暮らし」が地域の将来像として選択する基準

であるが、そのためには若年世代･将来世代を含む多様な主体参画が必須である。そ

のためには多様性に富む地方議会で議論しなければならない。

○ 議員が多様化することで、現在のような過

少代表の議会を是正できる。立候補環境と議

会環境の整備、議員へのモチベーションの醸

成により議会での多様性の確保によってゼロ

ワン議会（女性議員が０人あるいは１人の議

会のことで全国の地方議会の４割に上る。）

○ より多くの人が議員になるために、多様な

経験をした多様な世代が多様に参画する議

会、つまり社会経験を生かせる議会、議員経
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験を生かせる社会に向けて社会全体の変革が必要な時期に来ている。職業別議員の概

況を見てみても圧倒的に議員専業が多い。これは、世襲議員が増えていく、つまり多

様性のない議会と言うことなのか。

○ 議員のなり手不足問題における小規模自治体の課題

① 議員報酬を増額することが困難

② 議会事務局職員の数も少なくなる傾向にあり、議員による政策調査や立案をサポ

ートする機能にも限界がある。

③ 政務活動費も少ないか、不支給となり、自ら手出しして議員活動するよりも、何

もしない方が手元に金銭が残ることになる・・・。

○ 北九州市における議員立法（政策的なもの）

① 北九州市商店街の活性化に関する条例

② 北九州市中小企業振興条例

③ 北九州市子ども読書活動推進条例

④ 北九州市官民データ活用推進基本条例

⑤ 北九州市子どもを虐待から守る条例

（３）課題討議「議員のなり手不足問題への取組報告」

コーディネーター：江藤俊昭 事例報告者：辻弘之、たぞえ麻友、永野慶一郎

○ なり手不足を解消は議会の存在意義と大きな関連がある。なぜならば、議会は「住

民自治の根幹」であるので、地域経営にとって重要な権限はすべて議会が担っている

（自治法９６条）。なぜ大きな権限があるのかというと、それは多様性に基づく「公

開と討議」を経た決議であるからだ。

○ 女性、若者に入ってもらわねば、市民の多様な意思が反映されない。

○ 兼業兼職の禁止などもなり手不足の要因である。（個人請負３００万円までという

規制では厳しい。）

○ 住民になり手不足の原因を尋ねたところ、

選挙の負担が一番多く、次が議会に無関心、

議員の仕事に魅力がないと言う順番になって

いた。

○ また、議員として市民のために頑張りたい

かを尋ねたが、頑張りたい人はわずか１３％

という結果に終わってしまった。

これが議員１２名の枕崎市議会に対する市民の

本音だとすれば、かなり厳しい状況であることが

分かる。

※ 参考資料（枕崎市議会）

･ 議員報酬 議員２７万５千円

議長３７万円


